


































者さんも多く、期間中に２例ほど膜型人工肺（extracorporeal membrane oxygenation: ECMO）を適応す
る症例を見ることができた。ここでは first touch はレジデントが行い、その指示に従ってインターンが手
技を行い、学生はその手伝いをするというシステムで、学生が手技をすることに関して大変厳しい状況であ
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るようだった。一緒に実習した韓国の学生さんに、「この患者さんはどこが
都合悪いのですか？」と聞いても、知らない、という答えが多く、ここでは
数多くの手技、疾患を見ることができるが、
一方で個々に対しての対応を学ぶのが難しい
状況にあると感じた。また特に、救急科に於
いて学生の立場というのは大変異質なもの
で、学生はネクタイ、名札を外し、先生方と
区別がつかないように振る舞わらなければな
らない。従って、自分は手技を手伝わせても
らうためには学生であることはもちろん、留
学生であることも患者さんにはできるだけ知
られないように振る舞わなければならず、大変苦労したが、逆に韓国語を習
得しなければならないよう自分を追い込む良い機会であった。
学生教育
韓国の医学教育は４年間一般の大学に通った後、医科学校に
４年通って医師国家試験を受け、その後研修（インターン１
年、レジデント４年）を行った後、専門医試験を受けるシステ
ムを導入している。韓国では教育熱心で受験が厳しいのは周知
の事実であると思うが、多くの学生は一般の大学に４年間通う
間、少なくとも３ヶ月はアメリカやイギリスなど英語圏の国に
留学している。そのため英語力が非常に高く、さらには日本語
を話すことのできる学生も幾人かおり、日本の学生との語学に
対する意識の違いを改めて実感させられた。さらに大学での授
業や教科書は、一部英語で行っているようで、仮に英会話が苦
手な学生でも、医学に関する英会話となるとハイレベルであっ
た。（おそらくハングル語が表音文字であるため、翻訳するより原書で読んだ方が楽、ということも関係し
ていると考察する。）
学生はネクタイ、白衣着用義務であり、先生、先輩を見たら仮に知らなくても会釈しなければならない。
このように年長者を敬う姿は儒教の道徳が浸透している証拠である。
最後に
形成外科について学び、救急科では、ECMO、災害学会の参加
など日本では決してえら得ないような濃密な経験をこの４週間です
ることができた。韓国語もろくに理解できず、医学的知識も乏しい
まま、この学生という守られた環境の中ではあるが、韓国の学生と
ともに学び、良い刺激を得られたこと、この実習を通して韓国の文
化に触れることができたことなど、この時期にこのような経験がで
きたのは大変貴重であると思っている。
忠南大学のある先生との会話の中で、「将来１０年後２０年後、自分
たちはどうなっているかわからし、迷いもあるだろうが、今は今な
りの vision を持ち、その目標に向かって進むことは大切なこと
だ、」という言葉は、これから医師として働こうとする自分にとっ
て大変印象深い一言であった。
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